
　平成30年度から令和4年度までの5年間、第8次総合計画に基づき「選ばれるまちへ 
ともに歩む自治都市 すかがわ」を将来都市像とし、その実現に向けて取り組んできま
した。令和4年度が計画最終年度となる本計画の施策と基本事項について、令和4年
度実績に基づいた指標の評価結果などをまとめた「まちづくり報告書」を作成しまし
たので、その概要をお知らせします。

　令和5年度を初年度とする第9次総合計画「市まちづくりビジョン2023」に基づいた取り組みがスタートし
ていますが、限られた財源の中で、効果的・効率的なまちづくりを進めるために、事業の成果を踏まえ、客
観的な評価をもとに見直しを行い、改善につなげていきます。
　また、事業の成果状況と評価は毎年度公表し、市民の皆さんと計画の進捗状況を共有していきます。

政　策 ☀ ☂

1　いきいきと人が輝くまちづくり
◦妊産婦と子どもの健康管理
◦教育環境の計画的整備の推進
◦生涯学習施設環境の充実

◦心の教育の推進
◦文化芸能の継承

2　笑顔で健やかに暮らせるまちづくり ◦病気の予防と早期発見・早期治療の推進
◦健康的な生活習慣の促進 ◦障がい者の人権保護

3　安全に安心して暮らせるまちづくり
◦地域防災力の向上
◦交通安全意識の高揚
◦消費生活意識の高揚

◦消防体制の充実

4　環境にやさしく快適に暮らせるまちづくり
◦道路の整備
◦水道施設の適切な維持管理
◦処理場・下水道管の適切な維持管理

◦水道事業の経営安定化
◦3R（リデュース、リユース、リサ
イクル）の推進

5　活力とにぎわいあふれるまちづくり ◦農林業生産環境の整備・保全
◦商業の振興

◦雇用の確保
◦特産農産物の生産振興

  　計画実現のための行政経営の更なる推進
◦公共施設マネジメントの推進
◦ITの適切な管理
◦地域情報化の推進

◦健全な財政運営の推進

☀： 向上しているもの

☁： 横ばい、やや向上、または
やや低下しているもの

☂： 低下しているもの

--- ： 比較できないもの

■ ■ 「市まちづくりビジョン2018」令和４年度実績報告「市まちづくりビジョン2018」令和４年度実績報告
　基準値と令和4年度の実績値
を比べ、数値（成果）がどのよう
な動きとなったかを示していま
す。

グラフの見方

市第8次総合計画「まちづくり報告書」市第8次総合計画「まちづくり報告書」

　「須賀川市総合計画策定条例」に基づく市の最上位計画です。
　本計画は、将来目標や目標達成のための基本方針などからなる「基本計画」と、これを実現するための「実施
計画」で構成しています。「基本計画」は、目的と手段を明らかにするために「政策」「施策」「基本事項」の3つの
階層に体系化しています。

今後の取り組み5

政策ごとの成果が ☀ ・ ☂ の主な基本事項4

「市まちづくりビジョン2018」とは1

施策の成果動向2 基本事項の成果動向3
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基本計画を実現するために実施する事業

施策を実現するための手段となる104の基本事項 

政策を実現するための手段となる26の施策 

将来都市像を実現するための指針となる5政策＋1

　26の施策に、48の指標を設定し
ています。
　実績値が取得できた項目のうち、
☀が16指標で最も多く、☁が12指
標、☂が7指標でした。

　104の基本事項に、212の指標を
設定しています。
　実績値が取得できた項目のうち、
☀が109指標で最も多く、☁が22
指標、☂が37指標でした。

※令和4年度の実績値の中で、
新型コロナウイルス感染症の
影響を受けている項目では、正
確な比較が困難であるため「比
較できないもの」の割合が高く
なっています。
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